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０．はじめに
チェンマイ大学はタイで最初に設置された地方国立大学で、現在ではタイ北部地域の最重要大学と
して国内で最も学術面での貢献が期待されている大学のひとつである。また、北部タイにおける日本
語教育の中心でもある。本稿はチェンマイ大学の日本語のカリキュラムの成果について分析し、今後
の日本語教育への改善点を考察することを目的とする。本稿の構成は、まず、チェンマイ大学の概略
及び同校の日本語学科の経緯を紹介する。次に、文科系のカリキュラム構成を概観し、日本語専攻の
カリキュラム、副専攻と選択科目としての日本語科目について解説する。それから、学習者ニーズ、
学生活動、学生の日本語能力試験レベル、進路のデータに焦点を当てる。最後に、交換留学生のイン
タビュー結果を考察に加えて、チェンマイ大学の日本語教育を評価し、その反省点と今後の課題につ
いて述べたい。
１．チェンマイ大学における日本語教育の現状
１．１ 大学の環境
チェンマイ大学は1964年にタイ王国の北部チェンマイ県に設立された。
チェンマイ県は首都のバンコクと比べて自然が多く過ごしやすい気候のため、日本人にとっても、
海外長期滞在に適した地域として人気がある。2012年の在チェンマイ日本国総領事館の集計によれば、
チェンマイ県周辺に居住する日本人長期滞在者は約4,000人である。
チェンマイ大学のキャンパスは約４平方キロメートルであり、35,000人の学生、2,200人の教員が在
籍している。タイで最初に設置された地方総合大学で、首都にある有力国立大学と同レベルの教育を
提供することを目標に設置された。現在ではタイ北部地域での最重要大学として国内で最も学術面で
の貢献が期待されている大学のひとつである。昨年（2011年）の世界大学ランキングの調査結果??では、
タイ国内の第３位と評価されている。今後の目標は、世界レベルの拠点大学となることを目指して、
教育・研究の更なる拡充に重点をおいている??。
チェンマイ大学の日本語教育は人文学部で行われている。人文学部は、人文学類、西洋言語類、東
洋言語学類で構成され、東洋言語学類の下に日本語学科が位置づけられている。日本語学科は、日本
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語主専攻の科目、副専攻の科目及び外国語選択科目の教育を担当している。日本語科目は、1977年に
初めて外国語選択科目として開講され、その２年後の1979年に副専攻向けの科目が開講された。1987
年に日本語を主専攻とする日本語学科が設立された。2012年には日本語教育が開始されてから25年を
迎えたことになる。
１．２ 北部タイにおける日本語教育の中心
北部タイにおいて日本語教育のニーズが強くなったのは、1990年代からである。チェンマイの隣県
のラムプーン県に工業団地が造成され、いくつかの日系企業が進出してきたからである。ラムプーン
工業団地の日系企業は、日本人駐在員と工場労働者との円滑なコミュニケーションのため、両者の間
に立って活躍してくれる日本語能力を有する人材を希望するようになった。タイ全国で1980年代以降
急激に日系企業が増加し続けており、高い日本語能力を持つ人材へのニーズは高まり続けている。高
い日本語能力を持つ人材は、就職率が高く、また高給待遇であるため、そうした就職面での有利さか
ら日本語学習者数も増加を続けている。チェンマイ大学人文学部日本語学科もこうした需要を反映し、
2005年には、日本語主専攻の学生募集を一学年定員数15人から30人まで拡大した。
2008年に実施された北部タイ日系企業との意見交換会で判明したことは、企業側が希望する人材は、
日本語能力の高さだけでなく、文化、社会、経済などの日本に関する総合的知識を持つ者だというこ
とである。こうした企業側のニーズを受けて、チェンマイ大学人文学部は、日本語学科とは別に新た
に日本研究センターを2008年に設置した。その目的は、学生の総合的な日本理解を深めるだけではな
く、広く北部タイ一般の人々に対し、日本に関する様々な知識を普及することである。そのため日本
研究に関する各種セミナーを開催してきた。また、日本研究センターは、日本研究の専門家及び日本
に対する深い知識を持った高度職業人を育成する目的で日本研究の修士課程を2013年８月に開講する
予定である。
１．３ チェンマイ大学における日本語のカリキュラム
チェンマイ大学のカリキュラムは「一般教養科目群」、「専門科目群」、「選択科目群」という３つの
グループに分類される??。
日本語は日本語主専攻の学生に対して、「専門科目群」の「共通科目」と「専攻科目」として開講さ
れている。他の主専攻の学生に対しては「専門科目群」の「副専攻科目」あるいは「外国語選択科目」
として開講している。
１．３．１ ?主専攻」としてのシラバス
日本語主専攻の学生は、国語（タイ語）、人文関連科目、法律、英語コミュニケーション、科学など
を「一般教養科目群」として履修する。また、「専門科目群」は「共通科目」、「専攻科目」そして「選
択科目」に分けられ、「専門科目」では、英語、歴史、国語（タイ語）、そして、基礎日本語を履修す
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る。「専攻科目」と「選択科目」には、日本語の必須科目と選択科目がある。必須科目としては、「中
級日本語」、日本語４技能を育てる「読解・作文」、「会話・聴解」、そして、「日本のドラマ」、「レポー
トの書き方」などもある。また、専攻科目の中では、選択必修科目として「日本語文法」、「日本事情」、
「日本文学」がある。その他に、「選択科目群」として、職業技能を育成するための日本語科目として
「パブリックスピーキング」、「ビジネス日本語」、「翻訳」、「通訳」、「観光日本語」がある。さらに、
卒業要件として「職業実習」あるいは「卒業論文」の執筆が課されている。最後に、「副専攻科目」と
して学生の関心に応じて、その他の外国語科目や 社会科学系科目が選択される。
日本語学科の各学年が履修する日本語科目は、以下のとおりである。
●１年 初級日本語１，２
●２年 聴解会話１，２、読解作文１，２、中級日本語１，２、漢字
●３年 文法１，２／文学１，２／事情１，２、聴解会話３，４、読解作文３，４、レポートの
書き方
●４年 文法３／文学３／事情３、通訳１，２／ビジネス日本語／観光／翻訳／作文、卒論/職業
実習
１．３．２ ?副専攻」あるいは「選択科目」としての日本語
副専攻、あるいは一般教養の外国語科目として、日本語を学習する学生は多く、他学科や他学部を
合わせると１学年300人ぐらいの学習者がいる。「選択科目群」と「副専攻科目」としては、「基礎日本
語１」、「基礎日本語２」、「基礎日本語３」、「基礎日本語４」がある。これらの科目を順番に登録でき
る。また、副専攻の学生の場合、基礎日本語１から４の４科目を履修した上で、さらに「漢字」、「読
解・作文１」、「会話・聴解１」、「中級日本語」の中から１科目以上を選択して履修することができる。
１．３．３ ?一般教養科目」としての課外活動??
上述の日本語学科の科目以外でも、学生は、さまざまな活動を通して日本語学習を行っている。具
体的には、日本から来る交換留学生のチューターとなり、日本人留学生の学習や生活のサポートをし
ながら日本語の練習をすることである。毎年１月には、日本文化を紹介する「日本祭」が行われる。
この日本祭の準備のため、学生は日本人長期滞在者の下に通い、茶道、書道、花道、武道などを学ん
でいる。「観光のための日本語」の授業では、日本人長期滞在者にチェンマイを案内する半日ツアー実
習も行われる。その他に、「パブリックスピーキング」の授業では、「読解・作文」の科目と関連させ、
学内スピーチコンテストに向けて作文と発音練習を徹底的に日本人の教員に指導を受ける。そして、
日本語スピーチコンテスト全国大会や８年前から北部タイで開催されるようになった「北部タイ大学
スピーチコンテスト」にも毎年多くの学生が参加している。
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２．チェンマイ大学のカリキュラムの成果
次は、学生のニーズ、学生の活動、能力試験結果、進路状況などを総合的に考察し、チェンマイ大
学日本語学科のカリキュラムの反省点について探ってみたい。
２．１ 学習者のニーズに関する考察
日本語学習者のニーズを把握するために、2011年度のチェンマイ大学日本語学科入試面接試験から
明らかになった日本語学科への入学希望者の傾向を例として紹介したい。チェンマイ大学日本語学科
への志望動機は、第１に、タイ国内大学ランキングで第３位とされ、チェンマイ大学に高い評価がさ
れていること。第２に、チェンマイが居住に適した環境であるという理由であった。
チェンマイ大学日本語学科のカリキュラム内容は、重視されていない??。以下に志望動機の例を紹介
する。
「チェンマイで一人暮らしをしてみたい。」
「バンコクのような毎日慌しい生活は嫌だから。」
「チェンマイには日本人が多く日本語の練習に適切だと考える。」
また「日本へ留学できるチャンスが多い」という動機で志望してきた学生は半数以上にのぼる。首
都圏とは異なり、タイ北部地域では、日本語学習者のライバルが少ないことがあり、厳しい競争に晒
されることはない。こうした事情を理解して、のんびりとした環境で学習生活を送りたいと考えてい
る志望者が多い。
日本語学習の主な動機は、日本の特にサブカルチャーへの興味・憧れや、留学・就職などのキャリ
ア形成上への期待である。卒業後に期待する主な進路は、日系企業での通訳、観光ガイド、教師、翻
訳家、航空会社などである。日本への留学などという具体的な目標を持っている者も多い。
入学時点での学生の日本語能力は、高校で日本語を３年間学習してきた既習者と全く日本語の学習
歴がない未習者が混ざっており、入学時点での能力差が大きい。既習者85％で未習者15％という割合
であり、既習者・未習者のクラス分けが難しい。ただ、既習者限定で入学許可することは適切ではな
い。なぜならば、チェンマイ大学は、地方の拠点大学として創立されたため、広く北部地域の高校か
ら学生を受け入れなければならない使命を持っている。すべての高校で日本語教育が行われていない
状態では、既習者のみに入学者を限定することは、その使命に反することになると考えられるからで
ある。
２．２ 課外活動としてのスピーチコンテストの考察
チェンマイ大学日本語学科の学生は、1990年代から、日本語スピーチコンテスト全国大会で次々と
受賞している。また、「北部タイ大学スピーチコンテスト」でも毎年受賞者を輩出しており、この６年
間連続一位を受賞している。スピーチコンテストで受賞した学習者がいることは、日本人教員の指導
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の熱心さと学習者個人の課外活動での努力の成果である。授業の一部の課題としての学内スピーチコ
ンテストがあることも一つの大きな要因だと考えられる。ただ、スピーチコンテストで優秀したこと
が日本語能力が高いということを必ずしも意味しない。人の前でスピーチすることになれているかど
うかという問題である。課外活動はあくまでも緊張しないための訓練に過ぎない。また、発音、表現、
作文の練習にはなるが、全体的な日本語能力の向上にどのぐらいつながるのか不明な部分がある。
２．３ 日本への留学率の考察
チェンマイ大学の学生は様々な形で日本に留学する機会に恵まれている。チェンマイ大学と交換留
学協定を結んでいる日本の大学は、16校あり、毎年これらの協定校に授業料免除という条件で留学生
を派遣している??。この場合は、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）から毎月８万円の生活費の
支援を受けることもある。
大学間の協定以外には、授業料が免除され、生活費、宿泊代が支給される文部科学省の奨学金で留
学に行く学生もいれば、国際交流基金の日本への招聘プログラムに参加して、短期間で日本での生活
の経験をする学生もいる。
また、上述の北部タイ大学スピーチコンテストは、３年前から上智大学への１年間の留学という副
賞が加えられており、その条件は、毎月の生活費と授業料免除、宿泊先の提供である??。つまり、この
スピーチコンテストもチェンマイ大学の学生に毎年連続で日本への留学機会を提供している???。
近年、交換留学生の数は増加しているものの、ほとんどが協定大学への私費留学である。その背景
には、文部科学省の奨学金の支給数が減少していることがあるが、それ以外の理由として、首都圏に
あるタマサート大学やチュラロンコーン大学の日本語学科のレベルに届かず、選考から漏れてしまう
ケースが増加していることを示している。文部科学省の奨学金は日本語能力のテストだけでなく、日
本事情を含む一般知識に関するテストの合格が必要条件である。それは、学習者の知的な姿勢の問題
で、日本語のカリキュラムとは直接関係ないと考えられるかもしれない。しかし、この結果からは、
チェンマイ大学のカリキュラムが学習者に日本事情に関する興味や関心を十分に与えられていないこ
とを示唆している。
つまり、チェンマイ大学のカリキュラムは、課外活動に関してはある程度の成果がみられるが、全
体として学習者の日本語能力の育成にはむすびついていない可能性がある。また、日本事情に関心を
与えるような構成になっていない可能性もある。
２．４ 学生の日本語能力についての考察
上述のように、入学時点で学習者の日本語能力の差があるため、卒業時点での日本語能力の差があ
ることは当然である。入学から卒業までの期間に学生の日本語能力がどのように向上しているのか確
認してみたい。この点についてチェンマイ大学日本語学科2008年度入学者の日本語能力試験の調査結
果を比較する。
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2008年度入学者の卒業時点での日本語能力試験の結果は、以下の図１の通りである。Ｎ１が25％、
Ｎ２が32％、Ｎ３が36％であり、ほぼ全ての学生は、Ｎ３～Ｎ１に合格しており、それなりに高い日
本語能力を持っていると見做すことができる。しかし、高い日本語能力は、単純に日本語学科のカリ
キュラムの成果とはいえない可能性がある。以下の表１で入学前と卒業後の日本語能力試験結果を比
較してみた。「＞」マークの前の数字は入学前の日本語能力試験結果で、「＞」マークの後ろの数字卒
業直前の能力試験結果である。
最初は日本語ができなかった、能力試験を受けなかった「０」の学習者は、個人差があるものの、
４年間である程度の日本語の伸びが認められる。Ｎ４までしか伸びない人もいればＮ２まで伸びる人
もいる。しかし、入学前に４級に合格していた学生は、Ｎ４レベルまでしか伸びていない。入学前に
３級を取得していた学生の場合、Ｎ３レベルまでしか向上しなかった場合もあれば、Ｎ２及びＮ１ま
で向上した場合もあった。入学前に２級に合格していた学生は、Ｎ１まで伸びている。全体として共
通していることは、入学前の日本語のレベルにかかわらず、Ｎ２またはＮ１まで伸びた学生は、全員
１年間の留学経験者であった。つまり、日本語未習者の場合は、個人の努力次第で最終的にＮ２まで
図１ 2008期生の能力試験結果
表１ 2008期生の能力試験結果
2008期生の能力試験結果 人数(人)
０＞Ｎ４ １
０＞Ｎ３ ３
０＞Ｎ２ １
４＞Ｎ４ １
３＞Ｎ３ ７
３＞Ｎ２ 11
３＞Ｎ１ ５
２＞Ｎ１ １
30
表２ 2012年における４年生の日本語能力試験結果
４年生の能力試験結果
（2009期生２名、2010期生７名） 人数(人)
４年生の能力試験結果
（2009期生２名、2010期生23名） 人数(人)
０＞０ １ ４＞４ ６
０＞４ １ ４＞３ ２
０＞３ １ ４＞Ｎ４ １
０＞Ｎ４ ２ ４＞Ｎ３ ５
０＞Ｎ３ ３ ３＞３ ６
０＞Ｎ２ １ ３＞Ｎ３ ４
９ ３＞Ｎ２ １
25
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伸びる可能性があるが、既習者の場合は、留学を経験していなければ、入学前とほぼ同じレベルに過
ぎないことが分かった。
また、表２で示すように2012年の２月の時点での４年生の能力試験結果も同様の傾向を示している。
そのためチェンマイ大学卒業生のそれなりに高い日本語能力は、大学のカリキュラムの成果だと判断
し難い。日本語能力の伸び方は、個人差と日本への留学経験の有無に関係しているように思われる。
左は未習者のデータで、右は既習者のデータである。入学時点では未習者、あるいは、能力試験の不
合格は９人で、卒業時点での伸び方にはばらつきがみられ、多くはＮ４かＮ３まで向上している。既
習者は25人いるが、最終的に半分近くがＮ３レベル以上に合格している。なお、Ｎ２合格者の一人は、
タイ人と日本人とのハーフであり、もう一人は、特別に塾に通っていた。２名とも留学未経験者であ
るが、特殊なケースであった。つまりチェンマイ大学のカリキュラムの成果ではないと考えられる。
表１と表２を考察する限り、チェンマイ大学のカリキュラムは、学習者の日本語能力をＮ３程度まで
なら伸ばすことが可能である。
以上のように、日本語能力試験の結果を見る限り、チェンマイ大学日本語学科のカリキュラムは、
日本語既習者への日本語能力の向上にあまり結びついていないようである。留学経験者の場合は、あ
る程度能力の向上はみられるものの、留学経験者全員がＮ２に合格するわけでもない。留学を経験し
た上で、学習者自身が努力を続けた場合にしか成果がみられない。日本語能力試験を基準に考えれば、
既習者向けにカリキュラム改訂が必要であると考えられる。
２．５ 進路状況の考察
チェンマイ大学日本語学科のカリキュラムは、日本語能力試験では、それほどの効果的な成果を出
すことはできていないが、卒業生は高い就職率を維持している。進路状況からカリキュラムの成果に
ついて判断することは難しいが、改善に向けて議論を積み重ねていくことは重要であろう??。
以下の表３に2011年２月時点で調査した2007年度入学者及び2008年度入学者の就職状況について整
理した。
表３ 2007年期生と2008年期生の進路状況
就職進路 2007年 2008年
通訳 ８ ８
会社員 ８ ５
進学 ２ ２
自営業 ２ １
ガイド １ ―
教師 ３ １
フライトアテンダント １ ―
就職活動 ２ 14
合 計 27 31
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タイの場合、日本のように在学期間中に就職活動を開始するのではなく、一般的には、３月の全課
程修了後から就職活動が開始される。2008年度入学者の中で卒業前時点で進路が確定したのは約半数
になる。その１年前に卒業した2007期度入学者も転職活動中の２人以外は全員進路が確定していた。
進路は、①通訳、②日系企業の社員、③修士課程への進学、④日本語教師、⑤自営業（ネット販売）、
⑥ガイド・フライトアテンダントとなっている???。
２．６ 本大学のカリキュラムについての反省
上述のように、チェンマイ大学の学生は、カリキュラムに対する関心は薄く、留学のチャンスに注
目し、入学を志望していた。卒業後に就職先に困ることがないため、日本語能力試験の結果にそれほ
どのこだわりを持っていないようである。ただし、文部科学省や各種奨学金を受けるチャンスは、日
本語能力試験に依存しているため、学生が日本語能力試験をそれほど重視していないことは、学生の
留学への機会を狭めることにもつながりかねない。また、日本事情への関心が低いことも文部科学省
の奨学金に採用されるチャンスを逃すことにつながっている。この問題を解決するためには、学生の
学習モチベーションを高めるようにチェンマイ大学のカリキュラムを工夫する必要がある。また学生
に日本事情への関心を涵養させることもカリキュラム改訂の際には反映させる必要がある。これらの
点は反省すべきところである。
３．交換留学生のインタビューに関する反省―群馬大学への交換留学生を事例に―
上述した通り、チェンマイ大学の学生の多くは、私費留学の交換留学生の形で日本へ留学している。
日本での１年間の生活費を負担することはタイ人にとって決して容易なことではない。また、日本留
学中に取得した単位を認定する制度が整っていないため、チェンマイ大学に戻ってから必要な単位を
取得する必要があり、卒業時期が半年ないし１年遅れることになる。こうしたデメリットにもかかわ
らず、学生が日本留学を希望する背景には、日本留学を通じて大学のカリキュラムに欠けている部分
を補うことができると考えていることがある。そこで、学生にとっての交換留学のメリットについて
インタビュー調査を実施した。
本調査対象は、2010年から協定が始まったばかりの群馬大学への交換留学生である。初期の２人の
経験者から群馬大学への留学に関する意見を聴取した。学生Ａと学生Ｂは、同じ学年で、二人とも授
業料免除という条件で留学した。学生Ａの場合は、JASSOから奨学金が支給され、大学近辺の宿舎が
提供されていた。学生Ｂの場合は、授業料免除のみで奨学金の支給はなく、大学から離れた寮から通
学していた。
インタビュー調査の結果明らかになった本カリキュラムの反省点は次の通りである。
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３．１ 日本語の上達のためのサポートの不足
二人からのインタビューで明らかになった留学のメリットは、日本語の上達であった。二人の学生
は、留学中、毎日日本語で話す機会があり、日本語の上達につながるというビリーフを持っていた。
また、実際に留学したことで日本語が上達したという達成感を持っていた。具体的には以下のとおり
である。
学習者Ａは、留学前は、「毎日日本語を使いたい」、「母語話者レベルまで上達したい」と思っていた。
実際に留学をしてみた感想として、「毎日日本語を使って生活していたが、日本語で会話する時間は
思ったよりも短かった」、「70％まで上達したという自己評価ができるが、母語話者のレベルまで行か
なかった」と述べている。
学習者Ｂは、留学前に「一人暮らしをしてみたい」、「アルバイトをしてみたい」、「本を読まないで
楽して２級合格したい」など軽い気持ちで留学をしたが、留学後には、期待通りＮ２に合格した。学
習者Ｂは、「アルバイトでたくさん日本語を使ったから聴解力が高まった」と述べており、80％まで上
達したという自己評価をしている。
筆者が二人の行動を観察する限り、飛躍的な日本語の上達が認められた。学習者Ａも学習者Ｂも交
換留学を終えて帰国した際には、帰国する前と比べて自信を持って日本語でのコミュニケーションが
できるようになった。日本人教員に対して、タイ語交じりで会話することがなくなり、全て日本語で
会話するようになった。また、学内の日本語能力試験Ｎ２プレテストでは、合格に相当する実力が身
についていた。クラス内でも、日本での学習方法になれ、以前と比較してクラス活動に積極的に参加
するようになった。日本語学科が課している日本語での卒業論文執筆の苦労に耐えられる我慢強さが
身についていた。つまり、留学により学習者の日本語が上達しただけでなく、学習姿勢も大きく変わっ
た。
留学経験者の言葉からは、チェンマイ大学の授業では学習者に日本語を使うチャンスを十分に与え
ていなかったことを意味している。また、日本語の能力を上達させるための学習者へのサポートが不
足していることを示している。
３．２ 既習者と未習者のクラス分けと学習モチベーションの配慮の重要性
二人の留学経験者は、群馬大学の留学生サポートに満足していた。その中で授業に関しては、「日本
語のプレースメントテストがあるから自分にあったクラスで勉強できる」、「先生は優しくて積極的に
授業に参加したくなる」などのコメントがあった。また、「前半が日本語のクラスで、後半が一般科目
という組み合わせはとてもよい」というコメントもあった。
これらのコメントは、学生が、教員の授業態度やカリキュラムと学習内容の適正性に対する期待を
示している。この点は、チェンマイ大学も参考にすべき点であろう。カリキュラムや授業内容を決め
る際には、学習者のレベルについても十分に考慮し、学生のモチベーションを高める工夫が必要であ
る。
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３．３ 日本事情に関する知識の育成の不足
二人の学生にとって、今回が初めての留学経験であるため、多少、生活上の問題も生じていたよう
である。「風が強い日に自転車に乗るのはつらい」、「自転車で事故を起こした」というような乗りなれ
ない自転車で通学する生活への不満を漏らしていた。「生活上で注意すべきゴミの処理方法なども教え
て欲しかった」という日本での特殊な生活事情への要望もみられた。学生がベッドに寝ることにこだ
わり、日本ではゴミ処理が大きな手間であることを知らないままベッドを購入したが、帰国直前に退
去する際になって知人の日本人にトラックを借りてベッドを運んで処理してもらうという迷惑な行動
まで起こしてしまっていた。こうしたトラブルが起こる背景には、日本での交通ルールを知らないこ
と、ゴミの処理などの日常生活に不可欠な基礎的知識が欠けていることがある。
３．４ チェンマイ大学日本語教育カリキュラムの再検討
交換留学経験者へのインタビューで分かったのは、日本語のインプットとアウトプットの適切さに
ついての検討も必要な点である。また、学習モチベーションが下がらないように工夫も必要である。
さらに、高度な社会問題などの他に日常生活についての基礎知識も与えられるような教授法やカリ
キュラムの改正も再確認できた。
４．おわりに
本報告では、チェンマイ大学の日本語教育事情を紹介し、その問題点について考察してきた。チェ
ンマイ大学の日本語教育の課題を以下のように指摘できる。
第１に、カリキュラムは、全ての学生の日本語能力の向上を必ず保証するものでない点である。日
本語能力の向上は、学生自身の努力による部分が大きい。学生が成長できるかどうかは、自己コント
ロールができるかどうかにかかっている。学生の努力は基本であるが、今後の課題としては、既習者
の学習へのモチベーションをいかにして維持し、モチベーションが低い学習者に日本語学習への動機
付けをどう促していくかが重要であろう。
第２に、日本に関する基礎知識が足りないことである。日本語学科では学士レベルの日本語教育を
担当し、卒業後は日系企業で働ける程度の日本語能力を養成することが目的である。しかし、４年と
いう限られた時間でしかも海外で生活している学生に日本の企業文化を理解させることは難しい。そ
のため日本の社会・経済・文化の学習よりは、日本語能力の上達のみを第一の目標に掲げてきた。し
かし、そのため学生の日本に関する基礎知識が疎かになっている弱点を生み出していた。近年では、
日系企業からは日本語能力レベルだけでなく日本人の働き方・考え方が分かっている卒業生が望まし
いという意見も多くなっており、日本語学科のカリキュラムと労働市場のニーズとの間にズレが生じ
てきている。一つの解決方法は、各科目の担当者が、日本に関する総合的な知識、特に日本での生活
上に必要な最低限の情報を加えるように授業を工夫していくことであろう。
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25年間北部タイにおける日本語教育の中心的な役割を果たしてきたチェンマイ大学もカリキュラム
の改訂に関する様々な課題が残されている。
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５）チェンマイ大学の１単位は１週間に１時間の学習時間を意味する。チェンマイ大学の授業は３単位、つまり、１週
間３時間、１学期に合計45時間で学習する科目が多いが、初級日本語は５単位である。チェンマイ大学は２学期制
で、前期は、６月から始まり10月に終わる。また、後期は11月から３月までであり、４月と５月は夏季休暇期間で
ある。世界の大学の教育制度に合わせるため2018から８月から進学を始める方針が立てられている。
６)前のカリキュラムでは単位として数えられなかったのだが、大学省の方針で課外活動も単位が取れるようになった。
７)2012年の年度の入学面接試験でも以前の入学面接試験と同じく、チェンマイ大学日本語学科のカリキュラム内容は、
重視されていない傾向が見られた。
８）International Relations Division,Office of the University,CMU（2013）「Exchange Program」
?http://inter.oop.cmu.ac.th/webird/exchangepro.php>（2013/３/15アクセス）
９）上智大学（2013）「第８回北部タイ大学日本語スピーチコンテストが開催されました」
?http://www.sophia.ac.jp/jpn/info/news/2012/2/globalnews-688/20130225>（2013/３/１アクセス）
10）今年の北部タイスピーチ大会（2013年２月）の優秀者はまたチェンマイ大学の学生であった。
11）タイの全ての高等教育機関は、教育省・高等教育委員会の規定により５年ごとにカリキュラムを改訂するように義
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務づけられている。
12）2007期生の卒業生27人中25人は進路が決まっている。残りの２人は、一旦就職したものの短期間のプロジェクトの
通訳の契約であったため、現在就職活動中である。2008年の31人中14人は就職活動中である。
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